
合志市社会福祉協議会 障がい者支援センター 「れんがの家」だより 電話：２４２－２２７１ FAX：２２３－５６２５

１月１１日土曜日に毎年恒例となったれんがの家と児童館合同の「どんどや」を行いました。

今年の火付け式は、れんがの家を代表して午年生まれの竜君と未紗子さんがどんどやに火を

灯しました。メラメラと燃える火に緊張しながらも見事な火付けぶりでした。大仕事を終えた二人

は「ドキドキした～！」と言いながらも表情は笑顔でいっぱいでした。どんどん燃える火に真剣な

表情で眺める子、怖かったのか遠くで眺める子と様々でしたが、それぞれにどんどやを楽しみま

した。火が弱くなったところでお待ちかねのお餅を焼き、焼きたてのお餅や、ぜんざいを食べて季

節の行事を楽しみました。地域活動支援センターの利用者の皆様には職員の手伝いをしていた

だきました。 今回のどんどやを通して、れんがの家、児童館、地域の皆様との関わりがより深

まったと感じました。今後も地域交流を通してれんがの家に来ている子ども達、ご利用者の地域

との関わりが増えていけたらと今年一年の健康と共に祈っております。

［日 時］ 7日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金）

１３：３０～１５：３０

［場 所］ 「ふれあい館」内 保健センター

［参加料］ 無料

＊日本スポーツ吹矢協会「合志支部」の皆さんと一緒に活動します。

節分にちなんで児発の子ども達も鬼の制作

に取り掛かりました。段ボールに手がたスタ

ンプで鬼の顔の色塗りをしています。節分の

２月３日、目と角を付けて遂に完成です！

この鬼を使って「鬼は～外～！」と玉入れをし

て鬼を退治しました。

冬休みも残りわずかになった１月７日に門田和隆様かられん

がの子ども達にお年玉プレゼントをいただきました。直接訪問し

ていただき、やってきた新しいおもちゃに子どもたちは興味津々、

さっそく遊んでいました。れんがの家にちなんで豚さんのパズル

を作って頂き、毎日子供たちが楽しく遊んでいます。

スポーツ吹き矢とは、５～10ｍ離れた円形の的をめがけて息を使って矢を放ち、その

得点を競うスポーツです。性別・年齢・障がいの有無を問わず誰でも手軽にでき、ゲー

ム感覚で楽しみながら健康になれるスポーツとして注目されています。

地域活動支援センターでは毎週金曜日に日本スポーツ吹き矢協会「合志支部」のみな

さんと活動しており、過去には大会にも出場し、

好成績を収めています。ふれあい館にお立

ち寄りの際は一度体験してみてはいかがで

しょうか？見学も可能です。

2014年一回目のデイサービスは加藤神社に初詣にで

かけました。たくさんの参拝客に緊張気味な子、お賽銭

を投げるのをためらう子、初めていく神社に興味津々で

あっちにこっちにと、様々な反応を見せる子ども達でし

たが、全員お賽銭を投げ思い思いのお願いをしました。

帰りにはマクドナルドでお昼ご飯、大好きな公園で元気

に遊びました。

次の週にはいつもお世話になっている黒石神社、新

開神社にも初詣に行き、みんなの住む地域の神社にも

一年の健康を祈りました。

２月１日ふれあい館にて節分の学習をしました。

パネルシアターや歌を歌い、節分の由来を楽しく

学びました。 みんなに豆を配ったところに…
「はーっはっは…」どこからか怪しい声が響き、子ども達は不安そうな表情を浮かべ

ています。すでに隠れている子もちらほらと…そうしている内に扉が開いてついに鬼

たちが現れ会場は大騒ぎ。中には泣き出す子もいましたが、「鬼は外！福は内！」

と勇気を出して豆を投げ、みんなの力で鬼を退治できました。怖くて逃げ出してし

まったた子には正体をばらし、職員だったと分かると安心♡笑顔が戻りました。それ

から「れんがの家」に戻り、恵方巻きを食べて節分を楽しみました。

今月のタイトルバック

凧づくり、鬼のお面

車両係・ヘルパー2級 石嶋 真弓

1月より車両係として放課後等デイサービスの学

校送迎で活躍していただいています。石嶋さんが

来られてから、送迎車も常にピカピカに保たれて

います。子ども達にも優しく、みんな安心して車に

乗っています。

地活の活動予定は

ホームページでも確認

いただけます。
※れんがの家にも置いて

あります。

「れんがの家」のいろんな活動のお手伝いをしてくださるボランティアさんを募集中です。
陶芸・料理・音楽・など、得意なことをご利用者と一緒に楽しんで頂ける方、ご連絡ください。

（お問い合わせ先） 合志市須屋２５４０

電話：０９６－２４２－２２７１・ＦＡＸ：０９６－２２３－５６２５

メールアドレス：ｒｅｎｇａ＠ｋｏｓｈｉーｓｈａｋｙｏ.or.jp

れんがの家の正門に念願のカーポートが完

成しました。おかげで雨天時、車イスからの

乗り降りも安全にできるようになりました。


